
問１ 回答者の年齢
10歳代 0
20歳代 0
30歳代 6
40歳代 15
50歳代 27
60歳代 29
70歳代以上 52
合計 129

問2 回答者の家族構成
単身世帯 29
夫婦のみの世帯 43
親子世帯 53
三世代以上 3
その他 1
合計 129

問3 回答者の居住歴
5年未満 11
5年以上～10年未満 18
10年以上～20年未満 7
20年以上～30年未満 14
30年以上 78
合計 128

問4 日常の買い物で最も多く利用する場所
長坂商店街（個人商店） 7
長坂町内の大型店舗 80
市内店舗 19
市外店舗 29
ネット通販 8
生協からの配達 24
コンビニ 30
合計 197

長坂商店街実態調査アンケート結果（全体）
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問5 長坂商店街の利用頻度
週に5回以上 3
週に3～4回 7
週に1～2回 34
月に2～3回 21
月に1階 11
2～3か月に1回 22
半年に1回 13
年に1回 7
利用しない 10
合計 128

問6 問5の理由
近所だから 46
店主と顔なじみで利用しやすい 21
大型店舗での利用で用が済む 57
その他 15
合計 139

問7 長坂商店街に地域住民として求めること（記述回答）一部抜粋
・車を使わず買い物ができるスーパーがあればよい。
・子供や住民が気軽に出かけられる場所があるとよい。
・安全な歩道の整備や駐車場の確保。
・旧スーパーやまとの跡地の活用。
・生鮮食品や日用品を販売するスーパーが欲しい。
・新しい時代に沿って若い人たちが中心となり、若い女性が集うように
　工夫してほしい。
・高齢化が進み、買い物難民に対応できるしくみ（移動販売車など）。
・ワンストップ的に一箇所で買い物ができる場所がほしい。
・行政区を巻き込んで長坂三区に活性化委員会を立ち上げ行動する。
・電子決済の導入。防犯カメラの設置。
・商店街店舗のチラシを回覧に入れるなど、もっと気軽に入りやすい
　雰囲気だとありがたい。
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問8 長坂商店街を利用しやすくする方法について（記述回答）一部抜粋
・駐車場の整備。住居と商店の区画整理。
・発想力のある高校生や大学生など若い人に意見を聞く。
・アスレチックやボルダリング、スケートボードなどを造り、買い物以外の
　目的での市民の利用を促し、足を向けてもらうきっかけを作る。
・若い人に出店として使ってもらう。
・まちなか公園の半分のスペースに車を置けたらよい。
・共有駐車場、店の位置情報など特徴ある商店街を一丸となりアピール
　する。近所客やオーナーの趣向に特化しない工夫。
・旧スーパーやまとのような核となる店舗が必要。
・現金以外の決済方法の導入。QRコード決済、クレジットカードなど。
・ウォークラリーなどを行ってどの店舗にも入りやすい空気を作る。
・商店主の意識改革。
・莫大な資金が必要なので、住宅地として生き残る方が無難。

【以下、店舗を有する方への質問】

問9　 営んでいる（営んでいた）業種
小売・卸売業 11
飲食業 1
宿泊業 0
サービス・娯楽業 7
その他 4
合計 23

問10 企業形態
個人 12
有限会社 4
株式会社 6
その他 1
合計 23

問11 店舗の形態
住宅兼店舗（現在、居住中） 20
店舗専用 2
合計 22
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問12 長坂商店街を活性化していくために必要な取り組みについて
・とにかくスーパーが必要。
・核となる店舗を造りそれに伴って住民が増えるように住宅地を
　整備する。
・行政と協力した新規事業者の誘致。
・小中高生の居場所づくり。
・核のない商店街に人を集めるのは無理だと思う。
・他地域の活力ある商店街に習う。
・若者の後継者が少なすぎる。
・比較的利用者が多い長坂駅の利点を生かした構想が必要。
・空き店舗を貸店舗にする。
・人口の増加。

問13 店舗名（屋号）と店舗所在地について（任意回答）
⇒省略

【以下、空き店舗をお持ちの方のみ回答】

問14 空き店舗になって経過した年数
1年未満 0
3年未満 1
5年未満 0
10年未満 1
10年以上 0
合計 2

問15 空き店舗になった理由
経営者の高齢化、後継者不足のため 2
経営不振のため 0
他の収入等があるため 0
店舗の老朽化により使用できなくなったため 0
より良い土地、店舗条件を求めて移転したため 0
その他 1
合計 3

問16 空き店舗の活用意向
新たに事業を行う予定 0
店舗部分のみをテナントとして賃借したい 1
住居部分も含めてすべてをテナントとして賃借したい 0
現状のまま土地及び建物すべてを売却したい 2
建物を取り壊し土地のみを賃借または売却したい 1
特段活用する意向はない 1
合計 5
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